登別市市民自治推進委員会　全市観光に関する企画委員会

第1回　企画委員会・議事概要報告
開催日時：平成２２年１２月１７日（金）１８：３０～２０：００
開催場所：市民活動センターのぼりん　２Ｆ市民活動室Ａ

出席者名：川田、岡田、河村、石亀、南部、片岡、大西（オブザーバー）

1、 議事概要について

（１）取り組み内容（概要）について

＊前組織の第４部会（産業労働）の取り組み経過報告について
・「鷲別地区の活性化事業」、「ステップアップ事業」、「体験事業」３つの提言をした。
・「全市観光」をテーマに、意見交換と各地区ウォーキングを実施してきた。
・引き続き「全市観光」をテーマとして、これまで検討してきた事を参考にして提言を取りまとめていきたい。

＊テーマである「全市観光」の考え方（定義）について

・全市民がおもてなしの心を持って来客に対応する意識を高めてもらう事を目標にしたい。
＊「全市観光」についての意見交換

・登別温泉を看板として、長期滞在型観光への対応策が課題である。
・ご当地検定を実施して、市民の郷土愛やおもてなしの意識を喚起してみてはどうか。
・人気イベント「鬼花火」について、誘客目的の木曜日・金曜日開催プラス週末滞在のお客様へのおもてなし対応として土曜、日曜日開催も必要ではないか。また、運営課題と思われる人手不足、資金不足？の対策として、温泉地区だけではなく広く市民に協力を呼びかけて、真のまちぐるみ全市民参加型イベントを実現してみてはどうか。
・全市民対象のスタッフ養成講座を実施してみては（工学院生への呼びかけ含む）

・観光ボランティアガイドの活動期間が５月から１０月であるが冬期間も実施してみてはどうか。（札幌、函館は冬も実施している）
・弱者（障がい者や高齢者）にやさしい観光地として、地獄谷周辺散策路の整備と福祉ボランティアスタッフの対応などを検討してみてはどうか。

・鷲別漁港から観光船やつり体験事業を実施してみてはどうか。
・健康ブームへの対応として、各エリアで実施したわくわくウォーキングを事業化してみてはどうか。
・現状にあるものを有機的に結び付けるプログラムづくり。

例えば「秋鮭を五感で体験しようツアー」として、海岸線での釣り風景から川を上る風景→ウライで捕獲される風景→養殖場視察→水産加工場にてイクラや新巻鮭づくり体験を経て最後に秋鮭料理を堪能してもらう。新巻鮭はオーナー制として完成時に郵送する。ボランティアガイドに有償でガイド協力を仰いでみてはどうか。
・各地方へ旅行する際に観光パンフレットを持参ＰＲする。

海外へホームステイ学習（修学旅行）する際に、孫（学生）に日本文化（折り紙等）を紹介するグッズや登別を紹介するパンフレットを用意した。

・企画委員会だけではなく、自治推進役員や市の広報を通じて市民からの意見も募集してみると視野が広がるのではないか。
＊以上ほか多数の活発な意見も含めて、次回会議にて各々委員に取り組みたい事項を
　　あらためて意見いただき検討課題を取りまとめていく。
ご当地検定について、道内で実施している取り組み内容について情報収集する。

（２）リーダー及びサブリーダーについて
＊リーダーは川田、サブリーダーは岡田氏に決定。
（３）議事録作成について
＊出席者全員でメモをとり会議終了時リーダーが回収し取りまとめる。

２、次回会議について

＊日　程：平成23年1月17日（月）18：30～

　＊場　所：市民活動センターのぼりん

　＊内　容（予定）：全市観光の取り組み課題について

